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大成建設株式会社

大成建設�ループ次世代技術研究所に循環型低炭素アルミ形材を国内初採用
建物ライフサイクル全体でCO₂排出量を実質�ロにする「�ロカー�ン�ル」の実現に寄与

株式会社LIXIL（以下LIXIL）は、大成建設株式会社（代表取締役社長：相川善郎、以下、大成
建設）の「大成建設グループ次世代技術研究所」（所在地：埼玉県幸手市､以下､次世代技術研究
所、図1参照）の研究管理棟に、原材料の70％にリサイクルアルミを使用した循環型低炭素アル
ミ形材「PremiAL R70」を�ル建材として国内で初めて採用いただく運びとなったことをご報
告いたします。「PremiAL R70」の採用により、調達・施工・運用の各段階にわたる建物ライ
フサイクル全体を通じてCO₂排出量を実質ゼロにする「ゼロカー�ン�ル」の実現に寄与するこ
とができます。

LIXILは、環境�ジョン2050「Zero Carbon and Circular Living（CO₂ゼロと循環型の暮ら
し）」の実現に向けた重点領域の1つである「資源の循環利用を促進」において、2031年3月期
までにハウジング事業で使用するリサイクルアルミの使用比率を100％にすることを目標に掲げ
ています。そして、目標達成に向け、これまでにリサイクルアルミの使用比率70%の「
PremiAL R70」、使用率100%の「PremiAL R100」を展開しています。



一方、大成建設は、これまで新築・改修建物のZEB化などの実績を重ねるとともに、「ゼロカー
�ン�ル」の構築に向けた様々な取り組みを進めることで循環型社会や脱炭素社会の実現に貢
献することを目指してきました。その一環として現在建設中の次世代技術研究所研究管理棟で
は､木材・木質材料や再生�ラス、再生アクリルなどの低炭素建設資材の適用をはじめ、施工時
の脱炭素燃料の使用や先進的な省エネル�ー・創エネル�ー技術の導入など、多面的な取り組
みを推進しており、建設資材であるアルミサッシについても、再生利用の可能性を探っていま
した。

そしてこのたび大成建設により、次世代技術研究所研究管理棟のアルミサッシに、LIXILが開発
した「PremiAL R70」を使用した�ル用高意匠隠框サッシ「E-SHAPE Window Type-S」が採
用されることとなりました。「PremiAL R70」の適用により、新地金100％のアルミ形材を使
用した場合と比較し、CO₂排出量を約55％削減することが可能となります※1。（図2参照）

今後LIXILは大成建設と連携し、同社施工の解体、リニューアル工事現場等から回収したアルミ
サッシなどを原材料や材料の一部として再生利用し、「PremiAL R70」を上回るリサイクルア
ルミを100％使用した「PremiAL R100」を同社施工の新築現場などに積極的に採用いただくこ
とで、アルミリサイクルループの構築を目指していきます。（図3参照）

LIXILは、今後もPremiALをはじめとした循環型低炭素素材などを通じて、資源循環の推進や環
境負荷低減を図り、持続的成長と社会へのインパクト（良い影響）の創出に取り組みます。

※1 原材料として新地金を使用すると、地金の調達から材料製造までの工程で排出されるCO2量は約15.1㎏
-CO2であるのに対し、原材料の70％にリサイクルアルミを使用した場合、新地金の調達から材料製造までの工
程で排出されるCO2量は約6.8㎏-CO2（55％削減）となる。

図1 大成建設グループ次世代技術研究所イメージ 左：次世代技術研究所全景／右：研究管理棟外観



図2 再生アルミ形材製造フロー

図3 将来的なアルミリサイクルループ



＜参考資料＞

■「PremiAL R70」採用概要
LIXIL商品名 �ル用高意匠隠框サッシ「E-SHAPE Window Type-S」
主な該当部位 エントランス、ダブルスキンインナーサッシ
施主・施工 大成建設株式会社
プロジェクト名 大成建設グループ次世代技術研究所内研究管理棟
所在地 埼玉県幸手市

■「PremiAL R70」の特長
「PremiAL R70」は原材料の70%にアルミリサイクル材を使用した循環型低炭素アルミ形材で
す。第三者認証の「【エコリーフ】環境ラベル」※取得により、建設時に使用する建材の環境への
影響を定量的に示すことを可能とし、低炭素建材を使用した建築物の環境価値の向上に貢献し
ます。「PremiAL R70」1㎏あたりの原材料調達・輸送・生産までのCO₂排出量は6.8㎏で、新
地金を100％使用したアルミ形材と比較すると、55％のCO₂排出削減に貢献します。

About LIXIL
LIXILは、世界中の誰もが願う豊かで快適な住まいを実現するために、日々の暮らしの課題を解決する先進的な
トイレ、お風呂、キッチンなどの水まわり製品と窓、ドア、インテリア、エクステリアなどの建材製品を開発、
提供しています。ものづくりの伝統を礎に、INAX、GROHE、American Standard、TOSTEMをはじめとする
数々の製品ブランドを通して、世界をリードする技術やイノベーションで、人�とのより良い暮らしに貢献して
います。現在約55,000人の従業員を擁し、世界150カ国以上で事業を展開するLIXILは、生活者の視点に立った
製品を提供することで、毎日世界で10億人以上の人�との暮らしを支えています。
株式会社LIXIL（証券コード: 5938）は、2023年3月期に1兆4,960億円の連結売上高を計上しています。
LIXIL�ローバルサイト：https://www.lixil.com/jp/
LIXIL Facebook（�ローバル向け）：https://ja-jp.facebook.com/lixilglobal/
LIXIL Facebook（日本国内向け）：https://www.facebook.com/lixilcorporation
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